
(13) 議会だより

視
察
日

　

平
成
25
年
５
月
１
日

視
察
先

　

河
内
町
子
育
て
支
援
住
宅

　

「
た
い
よ
う
の
里
団
地
」

視
察
内
容

　

本
村
だ
け
で
は
な
く
、
河
内

町
で
も
人
口
減
少
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

河
内
町
で
は
、
次
々
と
定
住
促

進
の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
完
成
し
た
子
育
て

世
代
を
優
遇
し
た
町
営
住
宅

「
た
い
よ
う
の
里
団
地
」
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
た
い
よ
う
の
里
団
地
」
は
、

本
年
３
月
子
育
て
世
帯
が
優
先

的
に
入
居
で
き
る
町
営
住
宅
と

し
て
完
成
し
ま
し
た
。
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
の
一
戸
建
て
住
宅
を
15
戸
建

設
し
、
す
で
に
12
戸
の
入
居
が

決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
住
宅
は
、
子
育
て

世
帯
が
優
先
的
に
入
居
で
き
る

議

員

会

視

察

研

修

報

告

　

４
月
25
日
、
群
馬
県
議
会
文

教
警
察
常
任
委
員
会
の
議
員
８

名
と
随
行
職
員
あ
わ
せ
て
15
名

が
、
行
政
視
察
の
た
め
、
本
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
議
会
か
ら
は
、
正
副
議
長
、

厚
生
文
教
常
任
委
員
長
、
村
か

ら
は
教
育
長
、
教
育
次
長
の
あ

わ
せ
て
５
名
が
同
席
し
、
本
村

の
教
育
施
策
に
つ
い
て
、
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
「
本
村

教
育
施
策
の
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
村
が

過
去
２
年
間
に
行
っ

て
き
た
教
育
施
策
を

中
心
に
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

本
村
が
進
め
て
き
た
、

人
が
人
と
つ
な
が
り

社
会
を
つ
く
る
力

「
社
会
力
」
を
養
う

こ
と
に
、
大
変
感
心

を
持
た
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
一
環

の
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
る
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー

ゲ
ー
ム
運
動
」
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
と
賛
同
し
、

「
効
果
は
ど
う
な
の
か
」、
「
い

き
な
り
ノ
ー
で
保
護
者
の
反
感

は
な
か
っ
た
か
」、
「
ノ
ー
携
帯

も
必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
と

熱
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

群
馬
県
議
会
文
教
警
察
常
任

委
員
会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
政
視
察
受
け
入
れ

行
政
視
察
受
け
入
れ

子育て支援住宅を参考に美浦村でも定住促進の施策を

群馬県議会文教警察常任委員会の皆さまと（美浦村役場前にて）

ほ
か
に
、
高
校
生
ま
で
の
子
ど

も
一
人
に
つ
き
５
０
０
０
円
の

家
賃
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
限
度
額
１
５
０
０
０
円
）

　

当
議
会
で
も
、
村
営
住
宅
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、

一
般
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
本
村
も
河
内
町
に
負

け
ず
、
人
口
減
少
阻
止
を
課
題

に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。


